
　国際コミュニケーション学部 異文化コミュニケーション学科

令和7年度結果

学部 学科 志願者数
第1次選考（書類審査） 第2次選考（講義・小論文・面接） 倍率
受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

国際コミュニケー
ション学部

異文化コミュニ
ケーション学科 79 79 36 35 10 7.9

【趣旨】
専修大学国際コミュニケーション学部異文化コミュニケーション学科で
は、知識の量だけではなく、主体性を持って問題に取り組み、自ら答えを
見つけ出し、新たな価値を作り出すことができる人を育てていきたいと考え
ています。
そこで、言語文化に対する興味と関心や学修意欲を有しており、学部教育
を受けるために必要となる基礎的な学力として、高等学校の主要科目にお
ける教科書レベルの知識を有している人を募集します。
本入学試験では、本学科の4年間の学修を活かし、社会で広く活躍するた
めの問題解決能力を発揮する人間となるために、学力の3要素とされる（1）
知識・技能（2）思考力・判断力・表現力（3）主体性を持って多様な人々
と協働して学ぶ態度を総合的に評価します。
これまで培ってきた自分の力を、本学科での4年間の勉学によってさらに
伸ばしたいと考えているみなさんに、積極的にこの専修大学国際コミュニ
ケーション学部異文化コミュニケーション学科の本入学試験にチャレンジ
して欲しいと、教員一同、願っています。

■出願期間  【WEB出願登録期間】
令和7年 9月 1日（月） ～ 9月12日（金）
 【出願書類提出期間（郵送）】
令和7年 9月  8日（月）～ 9月12日（金） 消印有効

■試験日　 第2次選考 令和7年 10月 11日（土） 
■合格発表日 第1次 令和7年 10月   3日（金） 

第2次  令和7年 11月  1日（土） 
■備考
本入学試験の趣旨や応募に関する注意事項などを含めた説明会を令和7年7月13日
（日）、8月23日（土）・24日（日）に神田キャンパスで、令和7年8月2日（土）・3日（日）
に生田キャンパスで開催します。
第1次選考では、エントリーシートと課題小論文による審査を行います。詳細は入学試
験要項で確認してください。第2次選考は、第1次選考合格者に対してのみ行います。

■実施学部・学科　国際コミュニケーション学部・異文化コミュニケーション学科
■募集人員　12名
■出願資格
（1） 令和8年3月全日制の高等学校もしくは全日制の中等教育学校を卒業見

込みの者および令和7年3月に卒業した者（外国の高等学校に留学のため、
令和6年4月1日以降学年の途中において卒業と認められた者を含む。）

（2） 外国において、学校教育における12年以上の課程を修了後1年以内の者
および令和8年3月31日までに修了見込みの者

（3） 我が国において、外国の高等学校相当として指定した外国人学校を令和8
年3月31日までに修了見込みの者および令和7年3月に修了した者

（4） 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定し
た在外教育施設の当該課程を令和8年3月31日までに修了見込みの者お
よび令和7年3月に修了した者

（5） 専修学校の高等課程（修業年限が3年以上であることその他の文部科学
大臣が定める基準を満たすものに限る）を令和8年3月31日までに修了見
込みの者および 令和7年3月に修了した者

■出願条件　
（1） 専修大学国際コミュニケーション学部異文化コミュニケーション学科での

勉学を強く希望し、入学を志す者
（2） 本学科への志願理由および入学後の学修における目標と計画が明確であ

ること
（3） 他大学・他学部との併願を認めますが、本入学試験制度で合格した場合

は、本学部に入学することを前提とします。

■選考方法 第1次選考（書類審査・課題小論文）
第2次選考（講義受講・小論文・面接）

【選考におけるポイント】
国際コミュニケーション学部異文化コミュニケーション学科における4年間
の学修は、広く日本と世界の社会に目を向けることから始まります。
第1次選考で提出していただくエントリーシートでは、高等学校までの勉学
を活かし、本学科の学修で何を学びたいかを明確にし、それにつながる自
分の力や経験、意欲を示してください。
また、課題図書を読んだうえでの設問への解答は、そうした学修にふさわし
い問題設定力と、解決に向け自らの考えを的確に伝え基礎的な力を有して
いるかを判定するためのものです。著者の伝えようとしていることをしっかり
と捉え理解する力と、そこから自分の意見を構築する力を問いたいと考えて
います。
第2次選考で実際に講義を受けていただき、その上で小論文と面接に臨ん
でもらうのは、実際のコミュニケーションの場で相手の考えを捉え、自分の
意見を相手に正しく伝える力を、できるだけ現実に近い環境で発揮してもら
うためのものです。ここでは、自分の考えを自分の言葉で書き、そして話すこ
とができる力を判定の基準とします。
なお、面接では場合によって受験生が得意とする外国語の応答が入ること
もあります。

総合型選抜




